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事例３「プロジェクト・ジュントス3」事業（浜松市）

 

本事業は、在住外国人の子どもの不就学や不登校を抑止し、また、青少年を

支援するため、外国人コミュニティやボランティア団体との協働により、学習

支援を行う教室を設置・運営するものである。 

 

1. 外国人住民の現状

 浜松市内の外国人登録者数は約２万７千人（２０１１年１月末現在）であり、

市の人口に占める割合は３．２９％となっている。国籍別にみるとブラジル人

が最も多く、外国人の約半数に当たる約１万３千人を占め、この数は全国最多

である。金融危機の影響等により、外国人登録者数は減少傾向が続いている。 

 

2. 背景・事業の目的

 外国人の子どもには就学義務が課せられていないため、就学環境が安定せず、

不就学や不登校となる子どもへの対応が従来から課題となっている。特に、 

２００８年の金融危機後、保護者の雇用の急激な悪化を背景に、金銭的理由か

ら外国人学校をやめる子どもの増加や、言葉の壁により公立学校への転校を躊

躇するなど、外国人の子どもの就学に係る課題が顕在化した。また、不登校や

授業を充分に理解できない子どもたちも存在することや、特に中学校の授業内

容について行くのに大変な苦労があるとの声も多くなっていた。 

こうした中で、外国人の子どもの教育支援事業については、教育委員会を中

心として多数実施されている。しかしながら、子どもの置かれている状況は日

本語能力や親の状況などさまざまであることも踏まえて、外国人コミュニティ

や市民が主体的に参加し、現場のニーズに応じてきめ細かく外国人を支援する

形の事業を目指して、浜松市独自の事業の実施が検討された。 

事業の企画にあたり、ブラジルと比べて比較的数が少ないフィリピンやベト

ナムの子どもへの支援について課題が認識されていた中で、それぞれの外国人

コミュニティ等に事業の参加を呼びかけたところ、ニーズが一致することとな

った。さらに、静岡県内には夜間中学がないため、学齢期を超えた子どもたち

の対応も課題となっていた。 

これらのニーズの把握と検討の結果、２００９年度に「地域活性化、経済危

機対策特別交付金」の一部を活用して事業の開始に至った。 

 

                                            
3 「ジュントス」はポルトガル語で「一緒に」を表す。 
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3. 事業の内容

(1) 事業の実施主体

  本事業は、浜松市から浜松国際交流協会に委託して事業を実施している。

浜松国際交流協会は学習支援の内容、支援員の配置など事業全体のコーディ

ネート、ならびに事業事務を行っており、以下のボランティア団体が、教室

運営の第一線として協力している。 

・ フィリピノナガイサ（資料３） 

・ ＮＰＯ法人ブラジル文化振興会（資料４） 

・ 南米日系人青少年の学び直しを支援する会 

・ 静岡県ベトナム人協会 

 

(2) 事業の実施地域

  市内の４か所において、教室を開催している。 

 

(3) 教室の対象・内容

  目的に応じ、「学習支援教室」「学び直し教室」「仲間づくり教室」の３種類

の教室を設けている。 

 

① 学習支援教室 

   同教室は、学齢期の不就学・不登校等の日本語指導が必要な児童生徒を

中心に、日本語指導や教科学習支援を行うものである。 

「ジュントス南部教室」は、主にフィリピンの子どもたちを対象とする

教室である。土曜日には小学校・中学校に通う子どもたち向けに、火、水、

金曜日には学齢期を超えた子どもたち向けに、日本語学習、教科学習が行

われている。 

また「ジュントス三方原教室」は、主にベトナムの子どもたちを対象と

した学習支援教室である。従来からカトリックの教会を中心としたベトナ

ム人のコミュニティが形成されており、その教会を会場として実施されて

いる。学齢期の子どもを中心に教科学習が行われている。 
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などを実施している。 

また、学習支援教室と仲間づくり教室においては、子どもの教育への保護

者の関わりを重視しており、面談の実施やクリスマス会、発表会等を開催し、

保護者に実際に来てもらって話をする機会を作る等の工夫がなされている。 

 なお、教室を受講するための授業料は無料であるが、一部の教室は事故に

備えた保険料を課している。また受講期間の制限は設けられていない。 

 

4. 事業実施年度・予算額

  本事業の年度ごとの予算は次のとおりである。 

・ ２００９年度：１９，６２４千円（地域活性化、経済危機対策特別交付

金を活用、決算額） 

 ・ ２０１０年度：１５，４００千円（市単独事業） 

 ・ ２０１１年度：１５，４００千円（市単独事業） 

 

5. 事業の実績・成果等

本事業の成果としては、文化背景を同じくする子どもたちが安心して学ぶ

場所を提供でき、子どもたちの学習意欲の向上へとつながっていること、き

め細かな学習指導ができたことにより、高校進学や日本語検定などへの受験

意欲の向上、合格等の結果へつながっていること、外国人コミュニティと協

働して行うことにより、コミュニティのエンパワメントの向上が図られてい

ることなどが挙げられる。 

本事業については、開催場所の拡充などの要望も寄せられている。浜松市

では、外国人の子どもの不就学ゼロを目指し、本事業の３年間の成果も踏ま

えながら、今後の関連事業の運営について検討がなされる予定となっている。 
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２０１１年２月２４日
浜松市国際課

浜松市の外国人登録者数

浜松市の状況（平成２３年１月末日現在）

総人口 819,782人

うち外国人登録者数 ２６，９７２人

（総人口に占める割合 3.29％）

うちブラジル １３，５９０人

（総人口に占める割合 1.65％）
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浜松市の外国人登録者数の推移

0
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9,000
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11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

16,000

17,000

18,000

19,000

20,000

ブラジル

フィリピン

中国

ペルー

ブラジル 1,457 6,132 5,920 7,279 10,086 10,789 12,111 13,270 18,548 19,461 18,247 14,959

フィリピン 470 797 749 699 912 1,264 1,780 2,415 2,460 3,034 3,213 3,081

中国 284 519 568 909 1,028 968 1,322 1,654 2,689 3,091 3,336 3,242

ペルー 17 836 639 705 827 1,095 1,382 1,576 2,295 2,421 2,370 2,226

1990年 1992年 1994年 1996年 1998年 2000年 2002年 2004年 2006年 2008年 2009年 2010年

浜松市の外国人登録者数

国籍別外国人登録者数（平成23年1月末日現在）

フィリピン 3,036 11%

その他 4,986 18%

中　国 3,219 12%

ブラジル 13,590 51%
ペルー 2,141 8%

32



１ 事業の背景・必要性

外国人の子どもたちは・・・
① 公立学校へ通学
② 外国人学校へ通学 各家庭の判断
経済的な理由・教育制度の理解が不十分

→不就学や不登校などの状態の子どもの存在

→2008年秋以降の経済不況により保護者の雇用悪化

２００９年８月スタート
（地域活性化・経済危機対策特別交付金）

ジュントス教室

２ 目的

不就学・不登校等外国人の青少年が抱える様々な課題に対する決め
細かく柔軟な支援

教育専門家・地域エスニックコミュニティー等で実行委員会を組織

大学関係者・NPO団体等やボランティアとの連携

青少年の教育の充実や健全育成を目指す
教室を開設

ジュントス教室
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３ 内容

①学習支援教室

日本語指導・教科学習支援

②学び直し教室

学び直し・居場所づくり

③仲間づくり教室

不就学等にならないための仲間づくり・日本
語等の学習支援

ジュントス教室

４ 運営体制

浜松市から浜松国際交流協会に委託。

教室運営は協力団体と実施。

・NPO法人ブラジル文化振興会

・南米日系人青少年の学び直しを支援する会

・フィリピノナガイサ

・静岡県ベトナム人協会

ジュントス教室
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５ 予算・財源

２１年度 決算額 19,624千円

（地域活性化、経済危機対策特別交付金27,499千円のうちジュントス教室分）

２２年度 予算額 15,400千円（市単独事業）

２３年度 予算額 15,400千円（市単独事業）

ジュントス教室

６ 成果（平成23年2月1日現在）

登録者数 174人

のべ参加人数 4,261人

各教室ごとの目的や特性に沿った成果が出てき
ている。中学校卒業程度認定試験の受験や高校
等の受験、不登校等の防止など。

共通のアイデンティティーを持つコミュニ
ティーによる支援→居場所づくり・コミュニ
ティー自体のエンパワーメント

ジュントス教室

35



11

ジュントス安松教室

場所：安松町（芳川小学校ちかく）
日時：水・金／１５：３０～１７：００、

土／９：３０～１２：００
対象：６～１５歳
内容：主にブラジル・ペルーなど南米系の子どもたちの
ための「仲間づくり」教室。日本語・ポルトガル語の学
習のほか、ルールやマナー、文化を学ぶ。

ジュントス安松教室
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ジュントス三方原教室

場所：三方原カトリック教会（三方原町）
日時：木・土／１８：３０～２０：３０
対象：６～１５歳（小・中学校年齢）

内容：主にベトナムの子どもたちのための「学習支援」
教室。日本語学習、教科学習（国語・算数が中心、その
他の教科もあり）を行い、学校の授業のサポートをする。

ジュントス三方原教室
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ジュントス南部教室

場所：多文化共生センター（火・木）、
南部公民館（土）

日時：火・木・土／１４：００～１６：００
対象：６～１９歳

内容：主にフィリピンの子どもたちのための「学習支
援」教室。日本語学習、教科学習で学校の授業をサポー
トする。火・水・金は主に就学年齢を超えた子どもが対
象、土曜は小・中学校年齢の子どもが対象。

ジュントス南部教室
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ジュントス学び直し教室

場所：多文化共生センター・浜松学院大学
日時：月～金／１９：００～２１：００
対象：１５～３０歳の外国人青少年
内容：義務教育年齢は超えてしまったけれど、もう一度
勉強したい青少年のための「学び直し」教室。基礎学力
（日本語の読み書き、数学、英語）のほか、体育、文化
や経済問題、社会人としての職業生活の目標設定支援も
行う。

ジュントス学び直し教室
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